
市
民
の
み
な
さ
ん

２
０
２
5
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
、
根
室
市

議
会
議
員
選
挙
に
多
く
の
皆
さ
ん
よ
り
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
選
挙
戦
を
通
じ
て

多
く
の
方
か
ら
切
実
な
暮
ら
し
の
実
情
を
聞
き
、

ま
た
市
議
会
や
市
政
に
対
す
る
厳
し
い
ご
意
見

も
頂
き
ま
し
た
。
物
価
高
騰
、
人
口
減
少
、
災
害

へ
の
対
策
は
じ
め
様
々
な
課
題
に
対
し
て
市
民

の
切
実
な
願
い
実
現
の
た
め
市
お
よ
び
国
や
北

海
道
に
対
策
の
推
進
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
の
参
議
院
選
挙
後
、
日
本
維
新
の
会
と

の
連
立
で
誕
生
し
た
高
市
政
権
の
危
険
性
が
際

立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
「
台
湾
有
事
」
を
巡
る
高

市
首
相
の
国
会
発
言
は
日
中
間
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

自
民
党
・
維
新
両
党
に
よ
る
連
立
政
権
合
意

書
で
は
9
条
改
憲
や
緊
急
事
態
条
項
、
医
療
費

の
大
幅
削
減
な
ど
社
会
保
障
改
悪
、
軍
事
力
増

強
、
ス
パ
イ
防
止
法
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
企
業
団
体
献
金
の
禁
止
に
は
背
を
向

け
る
一
方
で
、
衆
議
院
の
定
数
削
減
そ
れ
も
少

数
政
党
を
排
除
し
多
様
な
民
意
を
切
り
捨
て

る
比
例
削
減
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年

度
補
正
予
算
で
防
衛
関
連
予
算
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

2
％
に
達
し
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
さ

ら
な
る
増
額
を
求
め
て
い
ま
す
。

い
ま
必
要
な
の
は
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
大
軍

拡
や
憲
法
改
悪
で
は
な
く
、
く
ら
し
・
い
の
ち
を

守
る
政
治
を
優
先
す
る
こ
と
で
す
。
大
企
業
や

富
裕
層
を
優
遇
す
る
施
策
を
改
め
、
消
費
税
減

税
、
教
育
・
医
療
福
祉
・
中
小
企
業
支
援
・
農
林

水
産
業
の
予
算
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
日
本
の

平
和
と
民
主
主
義
を
ま
も
る
た
め
の
世
論
と
運

動
を
い
っ
そ
う
広
げ
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
、ご
支
援
を
頂
け
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
5
年
の
全
国
の
さ
ん
ま
水
揚
量
は
6
万
㌧

を
超
え
昨
年
の
約
１
・
５
８
倍
に
。
市
内
で
は
コ
ン
ブ

漁
の
好
調
等
も
あ
り
、
年
末
の
取
扱
予
想
は
２
３
０

億
円
を
越
え
る
見
通
し
と
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
長
引
く
食
料
品
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
高

騰
が
市
民
生
活
と
生
業
に
打
撃
を
与
え
続
け
て
い
ま

す
。
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
る
各
業
界
の
労
働
力

不
足
は
深
刻
で
す
。
深
夜
タ
ク
シ
ー
が
運
行
で
き
ず

市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
会

な
ど
地
域
活
動
の
担
い
手
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

北
方
四
島
と
の
交
流
事
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ま
ま

日
ロ
交
渉
の
進
展
が
全
く
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
役
所

ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
た
四
島
の
写
真
を
見
な
が
ら

「
死
ぬ
前
に
も
う
一
度
行
き
た
い
」
と
話
す
元
島
民

の
方
が
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
切
実
な
思
い
、
地
域
の

苦
し
み
を
政
府
へ
伝
え
、
全
国
へ
広
げ
る
運
動
に
私

た
ち
も
力
を
尽
く
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
乱
立
す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
対
し
て

怒
り
の
声
が
上
が
り
、
複
数
の
市
民
運
動
が
立
ち
上

が
っ
た
こ
と
も
特
徴
で
し
た
。
市
独
自
の
規
制
条
例

が
作
ら
れ
ま
し
た
が
引
き
続
き
、
貴
重
な
自
然
・
環

境
を
後
世
に
残
す
た
め
に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

私
た
ち
は
い
の
ち
・
く
ら
し
優
先
に
産
業
振
興
、
医

療
・
福
祉
・
介
護
の
充
実
、
教
育
環
境
の
向
上
な
ど
の

諸
課
題
解
決
の
た
め
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

２
０
２
６
年
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
１
年
と
な
る

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

共にしあわせ産みだす党 日本共産党

しんねむろ
日本共産党根室市委員会 2026年1月‣号外

根室市宝林町4-203 ℡0153-23-6023

日本共産党を大きく

参議院議員

岩渕 友

くらしと平和を壊す高市政権に対して、私たちが望む社
会はこうだ！と声をあげる皆さんと出会ってきました。
新しい運動も広がっています。皆さんと手をつないで、自
民党政治を変えていく、希望を切り開くために大いに力を
尽くす年にします。
先日、道内の町長さんが来室されました。紙智子さんが

勇退され、私と北海道との新たなつながりが生まれていま
す。紙さんがみなさんと積み重ねてきたものを大切に、さ
らに広げていきます。
今度こそはたやま和也さんを国会へ、地方選挙での勝利

へ。日本共産党を大きくしたい。党の魅力を大いに語って
広げる一年にしていきたいと思います。

対決も解決も、
新たな連帯も

元衆議院議員

はたやま和也

昨年、党サポーターの方と語る機会がありました。ジェ
ンダー平等を求めるパレードにも参加され、「こうして楽
しく声をあげられるのはいいですね」との話にハッとしま
した。物価高など生活苦が続き、大軍拡や排外主義に立ち
向かってきた昨年は、ずいぶん私も厳しい顔をしてきたの
ではないか。許されないものは許されないと訴えつつ、社
会を変える展望を語り合い、その喜びを広げていく１年に
したい。
高市政権の支持率が高くても、くらしの困難は解消され

ていません。戦争する国になるのではとの不安もあります。
悪政への対決も、切実な課題の解決も、そして新たな連帯
も。いつあるかわからない総選挙だけに、馬力を発揮して
全道を駆けまわります。

大軍拡ゆるさず、いのち・くらし優先に

希望ある政治の実現へ

今年もがんばります

鈴木 一彦 090-2696-3175

橋本 竜一 090-6690-9477

市政への皆さんのご意見、
くらしに関するご相談を
いつでも、お寄せください

日本共産党根室市議会議員団
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